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Summary 
1. Purpose of Study 
The purpose of this study is histrical re-examination for forest-ownership-system in capitalism of 
Japan 
2. Object of Study 
The object of this paper is in the analysis of historical development for production of commodities 
in Hongo prefectural model forest management 
3. Composition of this paper is as follows ; 
1) Preface. 
2) Hongo model forest-management in Yamagata prefecture 
3) Private land-ownership in Ho時 oForest. 
4) Farmer's utilization and forest-ownership. 
4. It is resulted from forest-ownership and farmer' s utilization that ; On modern age， itis asking 
to develope sustainable production in forest management 
For that reason， itis necessary various utilization of forest resource. 
はじめに
本稿において検討の対象とした中心的史料は，山形
県有本郷模範林に関わる斎藤巌技手の大正2年3月20
日付の「復命書」に付された民有介在地の資料である.
この資料は，全部で93筆，その面積はわずか8反 7畝
27歩に関するものであるが，何よりもその資料的価値
はその表に記された「作物種類」の項にある.つまり，
これらの零細地片の土地は，地目では，全て「畑」と
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して登記されたものであるが，その一筆ごとに記され
た「作物種類」は，当時のその利用状況を伝えるもの
となっているからである.
明治30年代以降の国家的林野所有の確定とその近
代的森林経営の開始に当たって，こうした森林内の介
在地を買い上げすることは一般的な事例であった.そ
して，これらの土地はいわば山村の自給自足的農地と
して一括され，あるいはその登記上の名称である「畑」
として処理・報告されるのが通例であった. しかし
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本資料が伝える内容は，その一筆ごとの台帳面積の信
頼性はともかく，そこに展開された利用形態は，近代
的林野所有形成期の農民的林野利用を具体的に示すも
のである.これらの零細地片は，本来ならば，こうし
た農地は地租の支払いを義務付ける登記はなされない
のが通例であるが，麻畑・桑畑等の小商品作物の利用
地であり，明治初期(この場合は10年前後)の地券交付
による所有権登記の時期に「畑」として登記されたも
のであったと考えられる.つまり，このことは当時の
山村における自給的農地の他に，この地域ではこうし
た多様な森林内の小商品生産が，少なくとも幕末期よ
り存在したことを示しているといえよう.
そして，こうした実態を採り明らかにすることに本
稿の課題がある.
なお，これらの資料は，牛田大三君の林学科卒業論
文 『上名川演習林経営史J (1989年)を作成の過程で，
山形県林政課蔵資料 『本郷模範林(山形大学移管分)J
とした綴りの中より発掘したものである.
1.県有模範林の設置と本郷模範林
(1) 県有模範林の設置
山形県における県有模範林(以下，模範林)の設置は，
明治41年(1908年)8月における当時の東宮(後の大正
天皇)の「東北御巡幸」を直接の契機とするものであっ
た.すなわち「…県内農業特ニ土地生産業ノ開発…，
滋ニ模範林ヲ設置シ林業ノ模範的経営ヲ為シ造林保護
利用ノ実施方法ヲ示シ幼稚ナル県下斯業ノ改良発達ヲ
期スト共ニ，県有財産ヲ造成シ， 一面国土保護並ニ洪
水上ノ効果ヲ完カラシメン目的ヲ以テ県内枢要ノ地 5
ケ所ヲ図シ模範林ヲ設置シJ (r本郷模範林施業説明
書』・大正元年，山形大学演習林蔵)とするものであっ
た.こうした目的のもと明治41年から大正元年の問
に， 三沢(現米沢市入田沢)，東沢(岡山形市関沢)，東
根(同東根市東根)，本郷(同朝日村上名)11)，真室川(同
真室川町川の内)の 5ケ所の県有模範林が設置されて
いる.
これらの設置当時の状況及び現況は表lに示したよ
うになっている.この表に示すように，この 5ケ所の
うち，真室川，本郷は，不要存置国有林野処分(それ
ぞれ新庄山林区署，鶴岡山林区署よりの購入)による
ものであり，その所有権は県有であった. しかし，残
りの3ケ所は，当時の村有名義の部落有林または共有
林との分収契約によるものであり，いずれも地上権が
設定されていた.
そしてその発足に当たっては，いずれの場合におい
ても，地元村長との聞で「模範林保護委託契約書」が
締結されていた.その委託料は「土地より生ず、収益」
の「百分の五」となっていた.
この模範林の設定は r林業の模範的経営」の設定，
「県有財産」の達成，そして「国土保全と治水」の 3
つをその名目とするものであった.しかし，後に考察
するように，実質的には r幼稚ナル県下ノ斯業ノ改
良発達ヲ期スル」を目的とする「模範的経営」にあり，
より端的に言えば当時の政策的課題であった人工造林
表1 山形県有模範林の概況
設定当時状況 現況(1989年)
林名 設定年・月 所在町村 筆数 面績(町) 備 考 番号 筆数 面積(ha) 所 有 者
東沢 明治43. 3 東沢村 11 117 村有林(分収林) 1 14 387 山形市関沢財産区
東根 明治43.4 東根町 2 149 国有林(向上) 17 3 405 東根財産区
真室川 大正7C. 8 真室川村 14 235 国有林野処分(県有林) 30 27 345 山形県
三沢 明治43.3 三沢村 30 678 入国沢共有林(分収林) 39 6 423 田沢自彊会
本郷 明治45.3 本郷村 22 736 国有林野処分(県有林) / 141 753 文部省(山形大学演習林)
注 1)山形県林政課資料(1989. 2. 6.調査)r模範林」より作成.なお，本郷模範林については，山形大学本部主
計課資料より付加した
2) また，向上林政課資料によれば，現有県営林はこの他に，関 (22ha ・米沢市)大平(38ha ・米沢市)及び荒砥
(11 ha ・白鷹町)の三ケ所が存在するが，これらはいずれも郡有模範林として大正初期に設立されたもので
あり，同10年の郡制度の廃止に伴い県有模範林に編入されたものである.
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法の普及と用材林経営の山形県内における定着・拡大
にあった.
(2) 本郷模範林の設定
本郷模範林は以上のよう な県内 5ケ所の県有模範林
設置の一環として，東田川郡本郷村大字上名川字早田
川地内に設定されたものであった. この林野の取得経
過を表2に示した.
この本郷模範林は，明治45年当時の宮城大林区署よ
り，その不要存置国有林野処分として山形県が約742
町歩を約16，000円で買い受けたことを起点としてい
る.
庄内地方の地租改正作業は，その当時の歴史的事情
(田原音和「ワ ヲノf騒動」 ・参考文献(6)第三篇第一章第
三節・ 参照)により全国的な展開より数年遅れ，田-
畑・宅地は明治9年に完了した. しかし，山林原野は
同10年に開始されたが，その土地官民有区分は11年ま
で延期されている.そしてこの事業において r山林
原野萱場ノ分，地価帖へハ先以官民有之称ヲ不認J(r朝
日村史 ・下巻Jp. 45)とされ r下ケ渡Jr貸付Jr売買」
などの確証のないものは全て官有とされた.この結果，
庄内地方においては，平地入会地(河川敷の草苅場等)
を含む86%の森林原野が官有地となったとされる(向
上 p.47)
こうした経過を経て， 当時の山林はこの明治10年代
にほとんど全てが官有地とされたのであった.このよ
うな事態に対し，旧本郷村は様々な民有引戻し運動を
続けた村であった.
そして，明治30年代の初頭の国家的林野所有と固有
林経営の確立を直接の契機とする官民区分の再編成期
にその“民有化"に成功している つまり，明治33年
村議会の決議をもって約721町歩の森林原野下戻法に
よる下戻申請 し，同36年に201筆1，385町(実際には
4，000町歩余あった)の下戻を実現し，本郷村六大字部
落有林を設置している.
本郷模範林の設定も，一面では地元の入会権の確保
策であり，いわばこうした民有下戻の一環としての性
格をもつものであった.また，大正3年には，森林原
野下戻による「大針外五字共有林」の192町歩のうち
100町歩を対象とする「東田川郡有模範林J (分収林)
が設置されている.
すなわち，この明治30年代の国有林野の所有権の確
立過程に伴う 2つの政策「森林原野下戻」と「不要存
置固有林処分」を最大限に利用し，その民有化又は入
会権の確保を計ったのであった.こうした明治30年代
から40年代にかけての林野所有の再編の中で，本郷村
はその林野総面積約8，000町歩のうち，公有林(県有，
村有，部落者)5 ，000町歩，私有林2，000町歩(全て推定
値)の膨大な民有林野所有を形成し，国有林は約1，000
町歩にすぎないこととなった.こうした旧本郷村の朝
日村における特質は表3に示す通りである.
当時の東北地方の国有林成立期の事情からみても希
な事例であり，典型的な国有林地帯山村(森巌夫『山
村経済論』参考文献(2)・参照)とされる朝日村におい
ても特徴をもっ地区(1日村)であった.
なお，こうした県有模範林の設定それ自体が，農民
的林野利用の大宗をなした入会利用の確保の一方法で
あったことを示す左証として，当時山形県知事馬淵鋭
表2 本郷模範林土地の購入経過
十'"'=- 面積(町) 価格(円) 備 考
本郷 実測742.2312 15，848.00 明治45年3月国有林野22筆購入(地上産物共)
本郷 台帖 0.0400 12.68 大正冗年9月介在民有畑3筆購入
本郷 ク 1.0829 32.69 同年10月介在民有山林21筆購入(地上産物共)
本郷 。 0.1216 63.23 同年同月介在民有畑10筆購入
本郷 ク 0.8826 383.54 同2年7月介在民有畑93筆購入
本郷 ク 13.2308 264.65 同年10月内務省所管国有地18筆購入(地上産物共)
本郷 実視IJ 1.8000 46.00 同7年3月国有林野1筆購入(地上産物共)
注)r本郷模範林経営概況J (山形大学演習林義)より作成.
この資料の作成年度は不明.その内容から推定して大正12年か13年のものであろう.
尚，この外に大正4年1月には，事務所用地として 3畝12歩が上名川地内に購入されている.
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表 3 旧村別の所有形態別林野面積(1960)
旧本郷村 旧大泉村 旧東村 朝日村全体
総土地面積 9，882 ha 28.393 ha 18，593 ha 56，868 ha 
林野面積 7，750 ha 26，704 ha 16，842 ha 51.296 ha 
構 国有林 14% 
成 公有林 62% 
比 私有林 24% 
林野率 78% 
注) f1960年センサス』より作成.
太郎と本郷村長伊藤兼吉の間に結ぼれた「県有模範林
に関する契約書」を稿末の資料に掲げておく. (資料
l・参照)
2.本郷模範林と介在民有地
(1) 民有地買収と貿収価格
本郷模範林の設定における土地購入経過は表2に示
したが，このうち民有介在地の買収は次の 4回に渡つ
てなされている.
①大正元年 9月 3筆 4反歩 (畑)
②向上 10月， 21筆 I町8畝29歩(山林)
③向上 同上， 10筆 1反 2畝16歩(畑)
④大正 2年 7月. 93筆 8反8畝26歩(焔)
これらは，地目上は「畑」または「山林」であったが，
大正4年 1月には r事務所の設置J及び「樹首の養成」
のために「回J 3畝12歩が価格100円(坪当たり 1円)
にて，山元の上名川部落地内に購入されている.
以下において分析の対象とするのは，これらのうち
④の大正2年(実際の買収完了は大正4年であった)の
筆数93筆(買収時は90筆).所有者83名(同80名)，買収
価格371円余であり，いずれも最大規模の事例であっ
た.
なお，以上の4件の内 r地上産物共」に購入され
たのは②の事例であるが，この時の「地上産物」の価
格は不明である.しかし斎藤技手の「復命書」の別
の資料によれば，立木杉;10本，材積3.77尺〆(=1.2
石)当たり 50銭であったとされている.つまり，当時
の反当りの買収価格はほぼ，回=300円，畑=30-45円，
山林3円，そして「立木杉」は尺〆(約1.2石)50銭であっ
た.
90% 
0% 
10% 
94% 
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83% 77% 
2% 10% 
15% 13% 
91% 90% 
(2) 対象地の買収の経過
本稿の対象とする90筆 8反7畝27歩の民有介在地
の買収は，次の経過によってなされている.
①大正2年 2月，山形県技手，斎藤巌が現地調査を
実施し，同年2月24日付にて山形県知事小田切磐太郎
に「復命書」を提出. (資料 2ーイ1)参照)
②大正2年6月，山形県議会にその買収議案上手呈，
同6月11日議決. (案件上程日は不明であるが，恐ら
く提案と議決は同一日であったと思われる)
①そして，この買収は大正4年3月20日付の斎藤茂
藤治を総代理人とする「契約書」の締結によって終了
している.
なお，前記県議会の議決によれば r右本郷模範林
用地トシテ前記金額以内ヲ以テ買収スルモノトス」と
され，その「記」は次の様になっている.
畑 7反6畝6歩
但 l反歩45円の割此代金 342円90銭
畑 1反 1畝24歩
但 1反歩24円の割此代金 28円32銭
合計 8反8畝此代金371円22銭
そして実際の売渡代金は，ほほこの通りに実施され
ている.
(3) 対象地の利用状況
前記・驚藤巌技手の「復命書」に付された「字早田
川荒蕪地内民有地調J (資料 2ーイ2)・参照)の「作物種
類」によれば，当時の利用状況は r麻畑Jr桑畑Jr小
豆畑J r糸畑」そして「草生」の 5区分に分類されて
いる このうち「糸畑」とされているのはカラムシ(苧)
畑またはアイコ(いらくさ)であったと推定される.
(r朝日村史・下巻J p.573参照)いずれにしても，
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これらの作物は，その大部分を占める麻畑(筆数45%，
面積47%)，桑畑(筆数24%，面積27%)に示されるよ
うに，これらは当時(明治初期)の商品(換金)作物で
あった.
これらの「畑」の所有者(=売渡者)の部落別の状況
を表4に示しておいた.この表からみると，地形的に
この模範林に接する上名川大針の両部落民の所有する
ものは少なく，むしろ下流部の下名川，砂川，本郷の
住民の所有地が大部分である.また，その取得経過は
不明であるが，下流・城下町の鶴岡の紙漉町伊藤新吉
の所有地(1畝5歩)が記されている，この所有地は，
当時は既に「草生」となっているが，その価格からみ
て恐らく，和紙の原料としての「格」ではなく，染料
としての「藍」の栽培地であったと推定される(向上
p. 572参照).またこれは，地券交付後に城下町の商
人に転売されたものであろう.
表4 民有介在地の大字(部落)別の集計
部落名 所有 筆数 段別 地価者数 (町.反畝歩)(円.銭文庫)
大字下名川 20 23 0.1724 6.110 
大字上名川 3 4 0.0303 1.010 
大字大針 5 5 0.0603 1.950 
大字砂川 21 24 0.2609 8.420 
大 字 本郷 33 36 0.3313 11.340 
鶴岡町紙漉町 1 1 0.0105 0.370 
J口"- 計 83 93 0.8727 29.200 
資料 r字上名川荒蕪地内民有地調J (資料2・参照)
より作成
また，この売渡時の所有者当たりの売却額を示した
のが表5である.これに示すように80名のうち52名が
5円以内であるが，10円を超える者は4名にすぎない.
これら 3名はいずれも下流部の砂川，本郷部落の住民
であった. 1位の安達人之丞は3筆2畝余で売渡代金
14円85銭 2位の難波利作は 1筆3畝余で同14円25銭
となっており，この両名はいずれも大字本郷の住民で
あった 3位は伊藤幸吉で 2畝23歩， 12円40銭 4
伎は伊藤金蔵 2畝28歩， 13円20銭でいずれも大字砂
川の住民であった.
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表5 売払い額階層別の所有者数
売却額(円) 所有者数
0-1未満 3 
1-2 '" 9 
2 -3 '" 12 
3-4 ク 11 
4 -5 '" 17 
5 -6 '" 6 
6 -7 '" 9 
7-8 ク 7 
8-9 ク 2 
9 -10 '" O 
10-11 '" O 
11-12 / O 
12-13 '" 1 
13-14 '" 1 
14-15 '" 2 
正口〉、 計 80 
注 1)資料表4に同じただし， 10の2-10の4の三
筆は除いてある.
2)土地売却総額:371.17(円) 筆数90(筆)
土地売却者数:80(人)
(4) 小商品生産と林野所有
以上のような利用状況の分析からすると，これらの
地目上の「畑」としての零細地片は，単に地元部落の
林野の農業的利用=(r入会利用J)とは異なる性格を持
つものであろう.
例えば，先にみた六大字部落有林の森林原野下戻「申
請書」は，その入会利用について次のように記してい
る.
「右地所ハ往古ヨリ，本大字大針，同砂川，岡本郷，
同行沢，向上名川，同下名川，六大字旧八ケ村入会家
職山ニシテ，明治九年地租改正ノ当時マデ数百年来間
断無ク貢米ヲ納メ，純然、タル六大字共有ノ民有林ニ相
違エ之レ無クニ付…J(r朝日村史 ・下巻Jp. 151-152) 
と.つまりこの場合は r家職山」または「稼業山」
としての入会山であったことを主張し，その下戻を実
現した事例であった.
しかし，本稿が分析の対象とした90筆の民有地は，
これらと異なって，既に地券が発行され，私有地とし
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てその登記がなされ，所有権が確立していた土地で
あった.問題はこれらの零細地片の「畑」がどの時点
で私権化されたかである.これについては現在のとこ
ろ確証はない. しかし，庄内地方における地租改正等
の歴史的背景から推測すれば，その私有地に地券の交
付された明治11年(1878年)頃であったと考えられる.
(向上 p.44参照)
地券発行に伴う地租は，当初，地価金の100分の 3
であったが，明治10年よりは100分の2.5に減額されて
いる.こうした歴史的背景を持ちつつも，当時こうし
た山間部で， しかもこうした零細地片の土地に地券が
発行され私権化がなされていたことは，これらが単な
る農民的林野利用としての自給的利用ではなく，商品
(換金)作物用地として独自の意義を持っていたことを
示すものであろう.
このことは同時に，当時の早田川流域の諸山村は，
後に述べる「八尺木」をはじめ幕藩期から，その下流
の城下町鶴岡とこうした林野の諸産物の商品生産を通
じた経済関係によって結ぼれていたことを示すもので
ある.
なお，これらの土地の「台帳面積」と「実視IJ面積」
のいわゆる「縄のび'J としての差の問題がある.地租
改正時においては，その地租の過重負担を避けるまた
めに，私有地とくに林野においてはその面積を過少に
申請するのが通例であり，その台帳面積は信頼性が薄
いのである.本稿の資料の斎藤技手の「復命書」に付
された表においても，その実isIJ面積の項目 (r見込J)は
あるが，結果的にはその 1筆毎の数値は記入はされて
いない.そして，その買収・売渡時においても全て台
帳面積によって処理されていることは，こうした事情
を反映しているといえよう.
しかし同時に，こうした山間部においては，こうし
た零細地片それ自体を実測することが意味を持ちえな
かったともいえる.従って，その買収価格の設定にお
いては r地価帳」に記された「地価金」の平均約13倍，
「麻畑J r桑畑」及び「小豆畑」については14倍という
価格が，その買収に当たっていわば“政治的価格"と
して決定されたといえるであろう.
この利用状況の総括表を表6に示す.
なお，この本郷模範林は，山形大学の設置にともな
い，昭和28年(1953年)にその演習林として文部省への
無償移管された.この移管時の土地所有関係は現在も
そのままであり，その所有面積は合計141筆753.9ha， 
296 
うちLlJ林131筆753ha，畑10筆0.9haとなっている.
つまり，筆数は減少しているが，この民有介在地の「畑」
は地目上変更されることなく現存していることになっ
ているのである.
表6 介在民有地の利用状況総括表 ・1913(大正3)年
(町) (円) (円)
利用状況 筆数 面 積 (A)地価 (B)買収 B/A 
価格
麻畑 41 0.4004 12.91 181.05 14.02 
桑畑 22 0.2314 7.50 105.60 14.08 
小豆畑 4 0.0327 1.25 17.55 14.04 
糸畑 11 0.0711 2.37 33.15 13.98 
草生 12 0.0934 4.20 33.82 8.05 
合計 90 0.8500 28.23 371.17 13.14 
注 1)斉藤厳林業技手「復命書J (大正2年2月24
日付)より作成(県林業譲蔵・資料2.参照)
2)買収価格は「契約書J (大正4年3月20日付)
より作成(同上)
なお，この買収は大正2年6月の県議会に「不
動産買受=関スル件」として上程され同年6
月11日に議決されている.
3)買収価格は次の 2区分によっている.
①45円/反 0.7606町 342.90円
②24円/反 0.1124町 28.32円
計 0.8800町 371.22円
なお，総括表の買収価格合計と「契約書」な
らびに「県議会議決」の合計の間に 5銭のく
い違いがある.これは後者の計算ミスである
と推定される.
3.農民的林野利用と林野所有
(1) 家職山と地続山
庄内藩領における農民的利用の林野(山林と原野)
は r家職山J (r稼業山J)と「地続山J (同「内林J)に
区分されていた.
このうち「家職山」は r山年貢を納めて薪炭用の
木を伐採できる入会山で，青木以外の雑木は伐採自由
であったが，青木は役所の許可を必要としたJ (r朝日
村史・上巻J p.445参照)また rr地続山』は百姓の宅
地または田畑に接続した所に植え立てた林地で，その
森林内の小商品生産と林野所有 有永 63 
年貢は田畑地租に含まれていたため青木以外の木は自
由に伐採でき，又植立者によっては売買も出来た山林
であり内林』ともいわれているJ (向上)であった.
そしてこれらの年貢は r家職山」は村全戸で均等
に納め r地続山」はその所有者が納めることになっ
ていた.先にみた六大字部落有林の「下戻申請」の申
請書に記されていた「明治九年地租改正ノ当時マデ数
百年来間断無ク貢米ヲ納メ」は，この「家職山」の山
年貢のことを指しているのである.
また，この他に「村人の願い出によって藩有林を預
けて青木を植林させ，成育後の伐採時には五公五民か
三公七民の割合で、分収するJ (向上)r御預山」の制度
があった表2に揚げた本郷模範林の民有地購入のう
ち r民有山林21筆(地上産物共)， 1町8畝29歩」は
この事例であり，明治10年代にその私有権が成立した
ものであろう.
(2) 地租改正と土地官民有区分
以上のような藩政下の林野制度を背景に，明治 9年
の地租改正とこれに引き続く同11年の土地官民有区分
の実施過程において r下ケ渡J r貸附」及ぴ「貰買J
の確証のあった「地続山」の林野に地巻が交付され，
その私的所有権が確立されたしかし，この私権化さ
れた林野は，いずれも零細地片であり，庄内地方全体
では山林原野面積(山林・萱生地・薪林・草生地)の
86%は官有地となったとされる. (r朝日村史・下巻』
p. 47参照)
そして入会山であった「家職山」の民有引戻しは，
明治30年8月の農商務省令第l3号の申請手続きの発令
を待たねばならなかった (r官有森林原野引戻申請の
件」農林省山林局 『林野官民有区別処分ニ関スル法規
集』引用文献(5)p.312参照).そして明治32年4月に新
たに公布(法律第99号)された法律「固有土地森林原野
下戻法」の第 1条は次のようになっていた.
「地租改正又ハ不要存置処分ニ依リ官有ニ編入セラ
レ現ニ固有ニ属スル土地森林原野若クハ立木竹ハ其ノ
処分ノ当時之ニ付キ所有又ハ分収ノ事実アリタル者ハ
此ノ法律ニ依リ明治三十三年六月三十日迄ニ主務大臣
ニ下戻ノ申請ヲ為スコトヲ得J (向上 p.293参照)
つまり，下戻の申請は，明治33年6月30日限りの期
限つきであり，これまでに申請しなければ行政裁判所
への提訴も不可能であった.
先にみた 6大字部落有林の下戻申請は，明治31年4
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月5日付で，菅原儀三郎外383名(代表難波安彦他 2名)
で申請を行い，その後，下戻法の第3条の規定(向上
p.295参照)にしたがって，申請者を本郷村長井上正義
に変更して申請して認められたものであった. (r朝日
村史・下巻Jp. 151-152参照)
この下戻法による申請は，全国的には20，675件総面
積200万町歩余にのぼったが，このうち許可をされた
ものは，行政訴訟で勝訴となったものを含めても，件
数で1，732件の8.3%(r山形県史Jp. 771第2表・下記・
参照)，面積にして15%弱でしかなかった.そのため
にこの法律は当時「下戻しないための法律」ともいわ
れた (萩野敏雄・参考文献(1l)p.22・参照)
ともあれ，こうした厳しい条件の中で，本郷村を含
む東悶川郡の結果は，表7に示すように申請件数207
件のうち許可件数56件(約27%)と抜群のものであっ
た.また，この件数は山形県全体の許可件数94件の約
60%に当たっていた. (r山形県史・本編六J p.771-
772参照)
表7 郡別国有林野下戻申請件数
不許可 許可
訴訟提 訴訟提
取下 却下
起無 起有
件 件 件 件 件 件
飽海 89 l 76 13 1 
東田川 151 56 151 O 2 2 
西田川 1.533 O 55 1.478 
最上 172 1 165 7 7 4 
北村山 124 18 85 39 l 2 
東村山 44 7 27 17 2 O 
西村山 71 1 54 17 4 1 
南村山 75 2 56 19 O l 
東置賜 18 7 16 2 O O 
南置賜 18 l O O O O 
西置賜 6 O O O O O 
計 2.301 94 685 1.592 17 11 
(秋田営林局資料より作成)
注)r山形県史・本篇 6J p.772・第3表より引用
(3) 不要存置処分と林野制度
とくに本郷村は，既にみたように不要存置国有林の
売払いも含めて，こうした民有下戻の成功した希な事
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例であった.このことは藩政期における庄内藩の山年
貢制度が確立していたことが「民有の証」となったこ
とによるものであろう.また同じことであるが，歴史
的には中世村落の山間部集落(大網・回麦俣等)を母村
とした17世紀以降の庄内平野の新田開発と城下町の形
成といった事情がある.こうした歴史的事情は，その
地形的条件もあいまって平野部の水田地帯と山村部の
畑作・林野利用を相互に不可欠の依存関係として結び
つけるものであった.そしてこうした山村，平野村そ
して城下町のいわば三位一体としての相互依存関係
は，赤川とその支流である党字川及び大鳥川の河川交
通を通じて r八尺木J (薪材)， r五葉松曲輪J (建築
用材)r木炭」などの天然林利用，または「杉J r格」
「漆」の分収造林による植林 (r朝日村史・上巻』・第
N章第3節 rr山家職』の村Jp.442-535参照)など
によって，領主経済のもとで早くから商品生産を基軸
とする経済関係として成立していたのである.
本稿がその分析の対象とした県有本郷模範林の民有
介在地存在も，こうした経済関係のもとに麻・桑・小
豆などの既に藩政期において，農民的小商品生産用地
として利用されたものであった.こうした歴史的利用
形態の存在が明治10年代の日本資本主義の近代的土地
制度の形成期において，林野所有に先駆けて農民的所
有=r畑」として私権化されたものであったといえよ
っ.
しかし，明治30年代に始まる国有林経営の開始を契
機とする日本資本主義の森林資源政策は，植林による
林野の人工林化として資源政策であり，農業的林野利
用をいわば封殺するものであった.そして，こうした
森林経営の「近代化」政策の進行は，同時にそれによる
絶対的排他的所有権としての林野所有権の確立を基軸
とするものであった.こうした政策のもと r林業ノ
模範的経営」は実体的には「義務と恩恵」による半封
建的生産関係のもとでの林野利用の人工造林への画一
化による「用材イヒ」であり r人工林イヒ」でもあり，
その「近代化」であった.例えばこのことは，この本
郷模範林において，その設定後約13年を経た大正12年
には，既に202町歩(その総面積の26%)の造林が実行
されていたことに示されている. (r本郷模範林経営概
況』資干ヰ{3)参照・山形大学演習林蔵)
4.小括
そして， 1986年11月の林政審議会答申「林政の基本
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方向 森林の危機克服に向けて」は，こうした人工造
林主義による画一的資源造成政策の見直しを提起し
た.また，現在課題となりつつある森林資源政策と森
林施業の転換が，明治期以降のわが国林業の「近代化」
路線の破綻の結果であるとするなら，そこからの脱路
は当面本稿で対象としたような伝統的利用・生産を事
実に基づいて明らかにし，その歴史的再検討をするこ
とがその出発点となるであろう.周知のように，こう
した森林内の農民的小商品生産は戦前までのわが国林
業においては，薪炭生産とその林野利用によって代表
されてきた.
しかし，本稿でとりあげたような，いわば森林内の
小商品生産とその林野利用は，各地域において特徴を
もって多様な形態で，わが国山山村部に広範に存在し
てきたものであった.ところが，森林資源の人工林化
と絶対的排他的所有としての林野所有権の確立を基軸
とする明治期以降のわが国森林経営の「近代イヒ」路線
は，その所有林野内にこうした零細な農民的土地所有
の存在を容認しなかったのであった.そして，こうし
た森林資源の木材生産としての画一的・一面的利用
は，結果的には森林資源の危機とその生産の担い手と
しての労働力の不在に示されるように，現時点ではそ
の森林経営は新たな矛盾に逢着している.とすれば，
課題とされている森林資源政策の転換と森林施業の多
様化の実現のためには，こうした林野制度あるいは林
野所有権のあり方それ自体の歴史的再検討を不可欠と
しているといえよう. (1990年8月30日)
(付記) 本稿の一部は，第41回日本林学会東北支部
で報告し，同会誌 No.41にすでに印刷・公表されて
いる.有永明人・牛田大三「森林内の小商品生産と林
野所有一山形県本郷模範林の事例J (日本林学会東北
支部会誌 No.41， 1989.参照)
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資料1
厩有模範林に関する契約書
山形l採は東田川郡本郷村大字上名川地内に設置した
る際有模範林の保護を本郷村大字上名川向下名川に委
託するに付左の契約書を締結す
第一候 懸は左記豚有模範林の保護を本郷村大字上名
川同下名川に委託す
中略ー
合計台帳面積武百八拾参町七反九畝或拾五歩
合計賓測面積七百四拾武町武反参畝拾試歩
民有地買収に伴ひ追加せる分
一後略ー
第二僚受託者は前条の山林に於ける火災，盗伐，侵
墾その他生産物に封する人為及動植物の諸害を
防止する義務を負ふ
第三僚 受託者はその地元に設置したる模範林付属苗
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闘を保護する義務あるものとす
第四f康保護に要する費用は受託者の負担とす，但し
防火線設備，下刈手入れに係るものは県の負担
とす
第五線 !採は保護の報酬として林業経営の為第 1条の
土地より生ずる収益中立木売却代金の百分の五
を受託者に交付す，但し立木を伐採又は裁断，
加工の上売却する場合に於てはその費用を控除
したる純収益をもって売却代金と見倣す
勝に於て立木を伐採して之を自用に供するとき
は燃は時価により立木価格を評定して之を前項
の収益中に加算するものとす
第六俊樹木の伐採，売却の処分及ぴ前条第二項の評
定に対しては受託者に於て異議を述ぶることを
得ず
第七燦 県は第一僚の土地に生産する雑産物を其の区
域及び期間を限り受託者に無料以って採取せし
むることあるべし
第八僚 受託者は山林保護に関する規定を設け契約締
結後三十日以内にl際の承諾を受くべし，但し該
規定中には看守人の任免，服務及び災害の予防，
消防に関する事項等を規定することを要す
第九傍受託者は林業経営及び付属苗圃事業に要する
人夫の調達を為す責任あるものとす
第十候 受託者は委員若干名を置き際の官吏，吏員の
委嘱を受け前僚の調達その他林業経営上必要な
る助力を為さしむべし
第十一候受託者は左記事項を設定し又は処理したる
時に其の都度燃に報告すべし
一、保護に関する細則の設定，改廃
二、委員長及び看守人の命免
三、委員事務所及び看守人駐在所の設置及び
その変更
四、災害信号の設置，改廃及び巡勤簿の備付
第十二燦受託者に於て故意，過失又は悌怠により県
に損害を生ぜしめたるときはその損害額は第五
僚の交付金により之を控除し若し不足あるとに
は之を次年度以降に於て控除し相殺するに至り
て止むものとす
第拾三候本契約の存続期間は明治四拾五年四月より
百ヶ年間とす
第拾四僚受託者に於て本契約の義務を履行せざると
き，その他県系の都合により際は何時にても本契
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約を解除することを得.この場合にありては受
託者に於て損害を受ることもあるも際はその責
任に任ぜず
右契約の誼として正本弐通を作り双方署名捺印し各壱
通を領有するもの也
明治四拾五年五月六日
山形県知事 馬淵鋭太郎印
受託保護者・管理者本郷村長伊藤兼吉印
注 1) r山形県系有本郷模範林関係契約書綴J (山形大学
演習林本部蔵，昭和24年以降演習林関係綴第壱号
に集録)より抜粋.
注 2)なお，この契約は昭和25年においても「学校演
習林となった後において，なお存在した県と地元
民との間の契約慣行」としてその効力か確認され
ている. しかし，文部省移管時においてこれらの
契約が手続上いかに処理されたかは不明である.
(山形県立農林専門学校「演習林現況説明書」昭
和25年3月29日・参照;山大演習林蔵資料)
資料2→1) 復命書
小職儀
依命東田川郡へ出張本郷模範林区内荒蕪地及民有介在地調査候処別紙ノ通リニ候条調査書相添へ此段及復命候也
大正二年二月十四日
林業技手斎藤 巌@
山形県系知事 小田切磐太郎殿
資料2→2) 字早田川荒蕪地内民有地調
十r'ー. 地 番 地目
段別
地債(円) 作物種類
蓋帳(町) 見込
早田川 8ノ5 畑 0.0006 0.060 草生
。 8ノ6 ク 0.0023 0.250 麻畑
イシ 8ノ7 ク 0.0020 0.210 。
。 8ノ8 イシ 0.0021 0.220 イシ
fl "l ~fi 
~V / (J v.v.&.vτ V .oJVV 
n + 
~ ム
，1> r、r、r、"'1 " t)C'{l 巨= 何百
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。 10ノ5 イシ 0.0110 0.430 草生
ペシ 10ノ6 イシ 0.0102 0.340 麻畑
イシ 10ノ7 ク 0.0020 0.210 。
// 10ノ8 。 0.0019 0.290 。
。 10ノ9 イシ 0.0013 0.140 イシ
。 11ノ2 イシ 0.0104 0.380 。
イ少 11ノ3 ク 0.0114 0.470 。
イシ 11ノ4 。 0.0100 0.320 。
イシ 11ノ5 。 0.0114 0.470 ク
。 11ノ6 。 0.0100 0.320 ク
イシ 11ノ7 ク 0.0027 0.300 イシ
イシ 11ノ8 ク 0.0008 0.080 イシ
。 11ノ9 。 0.0009 0.100 イシ
ク 12ノ2 イシ 0.0017 0.180 イシ
ク 12ノ3 。 0.0026 0.280 イシ
3∞ 
其ノ他参考事項
所 有 者
住 所 氏 名
大字下名川 渡部今朝次郎
イシ 大龍竹治
ク 阿部正寮
。 同 人
"" k 民'"、，、て:v J ロμ γ、.."
" ，三~ ヨ'"与、 -nn白wミ:l7 ノ、， 3 問
"" .. 佳 J九時 = ・白W山 ，、静 盲ゲ ~-P， I" 
大字下名川 若 生八兵衛
イシ 若生 健吉
イシ 渡部治助
ク 渡部輿之助
大字上名川 難波熊吉
。 上野 善 議
大字下名川 大龍 竹治
。 渡部久次郎
ク 工 藤重蔵
大字大針 太田 金 吉
大字下名川 渡部のぶゑ
。 渡部久次郎
大字上名川 難波熊吉
大字下名川 渡部伊二郎
/，0 同 人
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字 地番 地日
段別
地債(円) 作物種類 其ノ他参考事項
所 有 者
蓋帳(町) 見込 住 所 氏 名
早田川 12ノ4 畑 0.0007 0.070 麻畑 大字下名川 佐藤作左エ門
イシ 12ノ5 ク 0.0102 0.340 。 。 渡部仲吉
ク 12ノ6 。 0.0027 0.290 。 イシ 阿部次郎吉
。 12ノ7 。 0.0015 0.160 ク 。 渋谷寅議
。 13ノ2 ク 0.0107 0.390 。 大字上名川 斎藤 作治
。 13ノ3 。 0.0026 0.280 。 大字下名 川 渡部停戴
イシ 13ノ4 イシ 0.0017 0.180 ク 。 若生八兵衛
イシ 13ノ5 イシ 0.0122 0.550 草生 大字大針 伊藤長戴
。 13ノ6 イシ 0.0114 0.470 麻畑 ぞシ 難波i原五左エ門
。 13ノ7 ク 0.0102 0.340 桑畑 大字砂川 伊藤熊吉
。 13ノ8 イシ 0.0125 0.590 イシ 。 伊藤長治
イシ 13ノ9 イシ 0.0013 0.140 ク 。 伊藤馬吉
。 13ノ10 イシ 0.0014 0.150 。 。 伊藤茂左エ門
ク 13ノ1 ク 0.0021 0.220 桑 畑 大字砂川 小野寺藤太郎
。 13ノ12 。 0.0019 0.200 麻畑 。 伊藤太郎四郎
。 13ノ13 イシ 0.0116 0.490 桑畑 ぞシ 伊藤蔵吉|
。 14ノ2 ク 0.0119 0.520 イシ 。 伊藤傍議i
。 14ノ3 。 0.0019 0.200 ペシ イシ 菅 原源吉!
。 14ノ4 。 0.0102 0.340 麻畑 。 伊藤辰吉
。 14ノ5 ク 0.0014 0.150 。 。 菅原菊 治
。 14ノ6 。 0.0100 0.320 。 大字下名川 渡部惣兵衛
イシ 14ノ7 。 0.0104 0.360 桑畑 大 字 砂川 菅原菊 治
イシ 14ノ8 。 0.0028 0.300 麻畑 。 伊藤利左衛門
イシ 14ノ9 ク 0.0027 0.290 。 。 伊藤味右衛門
。 14ノ10 イシ 0.0012 0.130 桑 畑 。 伊藤多七
。 14ノ11 イシ 0.0117 0.500 イシ イシ 伊藤金平
。 14ノ12 。 0.0228 0.940 桑畑 。 伊藤金議
。 14ノ13 。 0.0028 0.300 。 。 伊藤多七
。 14ノ14 。 0.0025 0.270 桑畑 。 伊藤長吉
イシ 14ノ15 イシ 0.0028 0.300 。 。 伊藤康治
。 14ノ16 。 0.0019 0.200 。 。 伊藤長吉
。 14ノ17 。 0.Dl03 0.350 麻畑 。 菅原松吉
。 14ノ18 ぞシ 0.0223 0.890 。 。 伊藤輿吉
イシ 14ノ19 。 0.0015 0.160 。 大字本郷 伊藤政治
イシ 14ノ20 。 0.0023 0.250 ク 大字砂 川 伊藤多郎四郎
。 16ノ2 。 0.0011 0・'.120 。 大字本郷 資藤辰之助
。 16ノ3 。 0.0016 0.170 草生 。 難波甚八
ク 16ノ4 。 0.0024 0.260 '" 。 難波裁吉
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チ'"ー， 地番 地目
段別
地債(円) 作物種類 其ノ他参考事項
所 有 者
霊帳(町)見込 住 所 氏 名
早田川 16ノ5 畑 0.0107 0.390 麻畑 大r/字本郷 菅原留吉
。 16ノ6 。 0.0305 1.010 。 。 難波 利 作
ペシ 16ノ7 。 0.0118 0.510 イシ 。 難波伊勢吉
。 16ノ8 。 0.0014 0.150 小豆畑 イシ 難波松次郎
イシ 16ノ9 イシ 0.0010 0.110 糸畑 今 斎藤辰之助
ク 16ノ10 。 0.0110 0.430 小豆畑 。 伊藤八十郎
。 16ノ11 。 0.0119 0.520 。 。 難波紋吉
。 16ノ12 。 0.0109 0.420 麻畑 "， 小野寺勘裁 l
。 16ノ13 。 0.0105 0.370 草生 鶴岡市紙漉町 伊藤新 吉
。 16ノ14 イシ 0.0118 0.510 麻畑 大字本郷 庄 司重助
。 16ノ15 。 0.0124 0.580 糸畑 。 菅 原治七
。 16ノ16 。 0.0024 0.260 。 。 難波百治
ク 16ノ17 。 0.0004 0.040 桑畑 イシ 同 人
。 16ノ18 。 0.0120 0.530 。 イシ 難波嘉左エ門
。 18ノ2 。 0.0028 0.300 "， 。 難波長之助
イシ 18ノ3 イシ 0.0014 0.150 小豆畑 イシ 庄 司政治
イシ 18ノ4 。 0.0107 0.390 手廿主歩僅宰E糸畑益三 。 菅 原 j原之丞
。 18ノ5 イシ 0.0017 0.180 糸畑 。 難波豊吉
"， 18ノ6 。 0.0016 0.170 。 。 安達人之丞
イシ 18ノ7 。 0.0101 0.330 桑 畑 。 同 人
イシ 18ノ8 イシ 0.0112 0.450 草生 。 安達金賓
イシ 18ノ9 。 0.0009 0.100 桑畑 ク 難波留治
。 18ノ10 。 0.0124 0.580 草生 ぞシ 上野留吉
。 18ノ11 イシ 0.0116 0.490 イシ イシ 五十嵐熊太郎
ぞシ 18ノ12 ク 0.0006 0.060 糸畑 イシ 小野寺輿四郎
イシ 18ノ13 イシ 0.0017 0.180 イシ 。 伊藤利裁
ク 18ノ14 4シ 0.0023 0.250 。 。 上野民次郎
ク 18ノ15 。 0.0101 0.330 草生 。 石井多助
ク 18ノ16 。 0.0008 0.080 。 イシ 小野寺定吉
。 18ノ17 。 0.0010 0.110 糸畑 。 小野寺丹治
。 18ノ18 イシ 0.0024 0.260 。 。 難波多郎右エ門
。 18ノ19 イシ 0.0020 0.210 。 。 小野寺丹治
。 18ノ20 イシ 0.0122 0.550 桑畑 イシ 安達人之丞
言十 0.8727 28.140 (28.230) 
注 1)原資料では地番10ノ2，10ノ3，10ノ4は斜線と認印で削除手続きがなされている.
2)原資料の台帳の計は上記3筆を含めたもので，これらを除く計は0.8500となる.
3) また閉じく地価の計は上記の 3筆を除いたもので これらを含めると29円20銭となる.ただし原資料の28円
14銭は28円23銭の計算ミスである.
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